








要   約:阪神淡路大震災によって多大な被害を被った兵庫県新生児救急医療システム参加

施設にアンケートを配布し、被災状況・支援対策・反省点を回収検討した。それをもとに、

今後の NICU の防災対策として、諸施設への啓蒙となるようマニュアル作成を試みた。災

害に強い新生児医療システムを作るには、個々の施設の防災対策のみならず、施設間の情

報通信と強力な搬送システムの整備、さらに広域な地域を視野に入れた新生児協力援助シ

ステムの構築が必要である。そして防災の要は、これらの備えを有効に利用連営すること

のできる有能なスタッフであることを強調したい。


